
塞 近畿大学農学部紀要 第45号47-93(2・12)
47
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Synopsis

 Communities of mushrooms were observed in various vegetation on the Nara Campus of Kinki University (central 

Japan) with coppice (Satoyama) in 2010. Forty-seven families, 398 species and 91,973 individual of mushrooms were 

recorded. The peak of the species richness was found to be from early October to early November, and the H' (species 

diversity index) was highest in the pine forest, and lowest in the secondary forest. The values of C  it (overlap index 

between community) were high between the forest with marsh and the secondary forest, and low between the lawn and 

the secondary forest. Most of the mushrooms were infested by insects, and some mushrooms were parasitic for some 

insects. The relationships between the mushroom community and the environment were discussed.
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1.は じめ に

キノコ類 は日常的でいたる ところに生育 してい

るため、 目に留 める機会 は多い。 しか し、キノコ

と呼ばれる生 き物はカビの仲 間であ り、私たちが

日ごろ目に している物 はキノコの全容 ではなく、

その本体 は地中や朽木 の内部 な どに存在 してい

る。キノコ類やカビは生物五界説の中の菌界 に位

置 し、菌糸 と呼 ばれ る糸状の細胞が無数 に集 ま

り、形作 られた ものが きのこと呼ばれている(柴

田,2006)。 菌類は生態系の中において分解者 と

して食物連鎖の中で重要 な役割 を担っている。食

物連鎖 には、一般的によく知 られている生 きた も

のを食べる流れの生食連鎖 と、菌類や細菌が主体

の腐食連鎖がある(Cain他,2004)。 腐食連鎖 と

は、生食連鎖では使 われない落ち葉や小枝 などの

物質が取 り込まれる。これ らの物質は菌類や細菌

などによって分解 され、有機物 は無機物へ と還元

される。作 られた無機物は、植物 に利用されるこ

とによって、再び生食連鎖や腐 食連鎖へ とつ な

がって行 く。生態系内の物質は生食連鎖よ りも腐

食連鎖 に回る量の方がはるか に多 く、菌類が存在

しなければ、腐食連鎖 も起 こらない。分解者であ

るキノコ類が、腐食連鎖に より生態系 を支 えてい

る役割は大 きい。つ まり、豊かな自然 を育んでい

るのは菌類の分解能力 の効果である。

キ ノコとは、生物学 上、子実体 と呼 ばれてお

り、繁殖のため に胞 子 を作 る器官の ことを言 う

(柴田,2006)。 植物で言えば、子実体 は花、胞子

は種 と例 えられるが、全 く同 じ働 きをしているわ

けではない。キノコという呼び方は生物 の分類学

上、正式名称 ではな く便宜上、菌類 の子実体が肉
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眼で確認で きるほど大 きくなった ものをひとまと

めにきのこと呼んでいる。 この集団は、菌類の分

類学上、子嚢菌類 と担子菌類の2大 グループの両

方にまたがっている。菌類の中で も最大のグルー

プである子嚢菌類では、子嚢 と呼ばれる袋状の器

官内に子嚢胞子 と呼ばれる有性生殖胞子が、核融

合 と減数分裂 を起 こして形成 される。 この子嚢の

集 ま りを子嚢果 と言い、 これが キ ノコと呼 ばれ

る。胞子が内部にある子嚢 は、キノコの表面や内

部に作 られ、代表的な ものには トリュフ類 やチ ャ

ワンタケ類がある。担子菌類 では、担子器 と呼ば

れる細胞の中で2つ の細胞核 が融合 と減数分裂を

起 こ し、担子器上 に担子胞子を形成する。この担

子器 を形成す る器官を担子器果 と言い、一般的に

はキノコと呼ばれる。担子器はきのこのひだや管

孔 に作 られ、代表的な ものにはマツタケやシイタ

ケ、サルノコシカケ類がある(本 郷他,2006)。

近畿大学奈良キャンパス(以 下キャンパス)は

奈良市郊外 にある矢田丘陵に位置 し、里 山内には

様 々な生物が生息 ・生育 してお り、研究対象 とさ

れてきた。 しか し、キノコ類に関 しては、食用 と

されるものに関 しては一部、山菜 として報告 され

(大伴 ・桜谷,2011)、 その栽培方法や成分の研究

が行われているが、広範囲にわたる自然環境下で

のキ ノコ類 の生態に関する研 究は行 われていな

い。その理由として、キノコ類 は未発見の ものや

名前の付いていない ものが多 くある。 また、発見

はされているが分類や種 の特定が困難で、研究者

により様 々な意見があるため、まだまだ研究途中

の段階である。 しか し、 自然豊かなキ ャンパス内

で、生態系 を支える分解者であるキノコ類の研究

は、環境 を保全 してい く上で も必要である。

本研究では、キャンパス内の異なる環境下でキ

ノコ類の生態 を調査 、解析 し、比較する。それに

より季節的に各環境 でどのような種が生育 してい

るのかを明 らか し、キノコ類 の生態系での役割を

把握することを目的 とした。

2.材 料 と方法

(1)調 査 地 の概 要

調査 地 の近 畿大 学 奈良 キ ャ ンパ ス は、 奈 良市西

方 の 矢 田丘 陵 に位 置 し(34°40N、135°43E)、

海 抜 は150m～260m、 面 積 は110haで あ る。 コ

ナ ラQ麗70鰐367z磁 αや クヌギQ鰐7c鷹 θ漉 ∬伽 α

などの落葉広葉樹やスギ α 膨o〃z6加 ブ砂o航 αや

ヒノキC加 規α66塑磁 ∫o∂嬬 αな どの針葉樹が 混

生す る(馬 場 ・岩坪,2001)(図1)。

調査地は、a-1.芝 生1、a-2.芝 生2、b.ア カマッ

林、c.サ ンショウウオビオ トープ含む周辺の湿地

帯、d.手す り一三叉路、e.三叉路 一258地 点、五竹

林の計6か 所の調査地を設 けた(図1)。

①a-1.芝 生1

バス停の西側に位置する芝生地は中央 にケヤキ

乃 伽 襯s67名o吻 があり、その周辺にはマテバシイ

」Pα∫α忽αθ伽 傭 や シ ラカ シQ粥76鷹 規翼∫勿α⑳ 伽

などのブナ科、コブシ 晦 ηo伽 肋伽3や クスノキ

α槻α〃zo鰍〃z6α〃zρ勿名αなどの広葉樹、オカメザ

サS〃 ∂α惚 α勧規αsαcαなどの低木が芝生地周辺に

植栽 されている。中央のケヤキの木の周辺は 日当

た りも良 く、全体が芝生で覆われているが、樹 木

下では日陰になるため地面 にはコケが広がってい

る。

②a-2.芝 生2

芝生1よ りも面積 は小 さく、芝生1か ら道路 を

挟んで北 にある。 アカマツ ーP勧∫4θ螂解07αやク

スノキ、ツバキ林 などの樹木があ り、調査地の半

分ほどが日陰である。地面 は芝生だが、樹木下で

は枯葉で覆われてい る。2010年8月 に建築工事

が始 まったため、8月 で調査は終了 した。芝生地

では定期的に芝刈 りが行 われ、2010年 では5月 、

6月 、7月 、8月 に機械 による芝刈 りが行 われた。

その時生育 していたキ ノコ類 も同時に刈 り取 ら

れ、かな り人為的に管理 された場所であ。

③b.松 林

校舎の北東側の斜面 にアカマツ林がある。一部

コナラなどの広葉樹 や低木 を含む調査地全体 にア

カマッが生育 してお り、調査地のほとん どが 日陰

となる。2010年7月 下旬 に工事 のために機材 が

置かれ、調査が出来な くなった所があ り、調査地

を少 し変更 し、バス停か ら校舎へ と上って くる道

路側の斜面にあるアカマツの樹木下の調査 を追加

した。地表はアカマツの葉が堆積 しているが、 日

射 しが当たる ところには草本植物が茂 ってい る。

そのため、アカマツ林 も定期的に草刈 りが行 われ

て い た。2010年 で は、6月 、7月 、8月 、9月 に

機械 による草刈 りが行われ、キノコ類が発生 して

いた切 り株が壊れることもあった。

④c.サ ンショウウオビオ トープ(以 下、SB)

スギや ヒノキな どの針 葉樹 が多 く、アベマキ
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Q粥7耀 ∫観磁 ∂〃sや コナ ラな どの広葉樹 と混生

する里山林内に、沢が流れ、奈良県選定の絶滅寸

前種 カス ミサ ンシ ョウウオ1む ηo傭 ∫%伽Zo∫ 鋸

が生息す る。斜面 と沢 に樹木が密集 してお り、や

や暗い。

⑤d.手 す り一三叉路

里山林内の斜面であ り、コナラ、クヌギや リョウ

ブ αθ孟加α∂α7伽67廊∫、 ピサ カキE曜yα ブ砂o競 α

な どの広葉樹が多 く、針葉樹 や低木 と密集 して生

育 している環境 である。 日射 しは地上にあ まり届

かず、やや暗い。枯れた木や倒木 も多 く、 コナラ

等の木で造 られた階段 にキノコ類が発生すること

も多い。

⑥e.三 叉路 一258地 点

手す りから三叉路 を登 り切った尾根の道。クヌギ

やコナラ、モチッッジR勿4046%6ZOπ 辮αC名OS¢ρα1%〃Z

な どの広葉樹 と局地的にヒノキなどの針葉樹が多

く混生 してお り、樹木問に一定の間隔が開いてい

るため、明るい環境である。

⑦f竹 林

校舎から南側の西グラウン ドよりもさらに南に

あ るモ ウ ソウチ クP勿 〃o∫孟α6勿∫ヵπ加∫6碗∫の群

落は、近 くに水路が流れている。竹林の中にはと

ころどころにクヌギの木などの広葉樹が点在する

が、樹木間は広 く、明るい環境である。竹林の中

を通 る水路に沿って歩 きなが ら、斜面を登 り、尾

根 を下って調査地 を見て回ったので、全調査地の

中ではd.手 す り一三叉路 と並び高低差がある。

(2)調 査方法

調査 は2010年4月 中旬か ら12月 中旬 まで行っ

た。一定ルー トを歩 き、左右各3メ ー トルの範囲

内で発見 されたキノコ類 を記録するルー トセンサ

ス法 を主体 とし、乱芝生地は、調査地全体 を蛇行

して回 り、b.松林、c.SB、d.手 す り一三叉路、e.三

叉路 一258地 点、f竹 林の計6か 所の調査地 ごと

にルー トを設定 した。発見 したキノ コ類 は全体

像、傘、ひだなどの写真を撮 り、図鑑 と見比べて

同定 した。写真だけで分 らない場合 は、採取 して

持ち帰 り、胞子紋 をとり、胞子 を顕微鏡で確認 し

て同定 し、標本作成を行った。 また、キノコ類を

食用 とす る昆虫の写真 を撮 り、同定 を行 った。

調査 は雨の日の翌 日には行 うようにし、全調査

日程 の うち62%は 当 日または前 日に雨が降って

いた。a.芝 生 とb.ア カマ ッ林 は午前 中に調査 を

行い、c～eの 里 山内 は午後か ら調査 を行 った。

f竹 林 は11時 か ら1時 の正午前 後に調査 を行 っ

た。a～eは 週2回 、fは 週1回 の調査 を行 った。

調査時の気象 として気温、湿度、土壌水分量 を調

査時間内に測定 した。気温 と湿度は校舎か ら東側

の、ab.fは それぞれの調査地で測定値 を定め、十

分間待ってから記録 した。里山内のc～eは 、S

B、 手す り、三叉路、258地 点で記録 した。土壌

水 分量 は、調査 地内で5か 所の土壌水分 を測定

し、その平均 を算出 した値である。

胞子紋 は本郷(2001)の 方法 に従 って、次の よ

うに して採取 した。

① 採取 したキノコ類の大 きさを測定 し、柄 と傘

を切 り離す。

② 傘のひだを下 にして、ろ紙の上 に置 く。

③ 湿 らしたティッシュペーパ ーを傘の中央 に置

く。

④ ネジカップをかぶせて一晩置 く。

⑤ 翌 日にネジカ ップと傘 を取 り除 くと、ろ紙に

胞子が付着 してお り、胞子紋の完成。

(3)使 用 器具 類

① 調 査用

調 査 シ ー ト、 ペ ン、lm折 れ 尺 、 時 計 、温 度 ・

湿 度 計(お ん ど と りJr:RTR-05B1)、 土 壌 水 分 量

測 定 器(DM-18)、 デ ジ タル カ メ ラ(CanonIXY

DIGITAL)、 小 型ス コ ップ、紙袋 、 新 聞紙 、ナ イ

ロ ン袋 、 フ ィル ムケ ース 、 カ ウン ター

② 同定用

図 鑑(引 用 文 献 参 照)、 ネ ジ カ ッ プ(70mm、

95mm)、 ろ紙(55mm、90mm)、 テ ィ ッシュペ ー

パ ー、 カ ッター 、 ピ ンセ ッ ト、 テー プ、生物 顕微

鏡(オ リンパ スCX31N-11)

(4)解 析 方法

① 群 集構 造

各 調査 地 か ら得 られ た結 果 を もとに、群 集の多

様 性 を 測 る 多 様 度 指 数 と し て 以 下2つ の

Shannon-weaverの 情 報量 関数H(木 元,1976)、

Simpson多 様 度指 数 λを用 い た。 なお 、集 計や計

算 はExcelソ フ ト2010で 行 っ た。

【ShannorトWeaverの 情 報 量 関数】

　 　 コ

π'一 Σ 饗1・9・欝
ゼ=1

ただし、Nは 総個体数、niは 第i番 目の種の個
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なかったことか ら、降水量が直接 キノコ類の発生

に影響 していないと推察 される。

それぞれの気象だけではキノコ類の発生に直接

影響 を与 えることはできず、すべての気象条件が

そろって初めてキノコ類 が発生 していると推察 さ

れる。

B.キ ノコ類の生活

(1)キ ノコ類 と植生

キノコ類は一般 に分解者 としては知 られている

が、その生活様式な どはあ まり知 られてい ない。

まず、キノコ類が栄養 とす るものは、有機物であ

る。すると、キノコ類 は有機物 を生産す る植物 と

の関わ りが強いのである。キノコ類の生活様式に

は、3通 りある。1つ 目は、生 きた植物 を殺 して

栄養 にする寄生。2つ 目は、土壌中の養分や枯 れ

た植物を分解 して栄養 にす る腐生。最後 に、生 き

た植物から栄養を得て樹木の生長を助ける共生が

ある。キノコ類は分解能力が高 く、他の菌や微生

物が分解 で きない硬 い樹 木 を分解 する ことが で

き、動物の排泄物や遺体などを分解するため、森

の掃除屋 として 自然の中で生 きているのである。

近畿大学奈良キャンパス内で発生 したキノコ類

の種数を、環境ごとに科 でまとめてその割合 を図

13に 示 した。その結 果、 キシメジ科 は全ての環

境 で発生が確認できた。また、芝生や松林ではヌ

メ リガサ科やベニタケ科 の種数が多 く、テ ングタ

ケ科の種数が少ないのに対 して、SBな どの林 内

で はヌ メリガサ科 が少 な く、テ ング タケ科が多

かった(赤 枠内参照)。

次 に、各調査地で発生 した きの こ類の発生場所

を、地表、切 り株、倒木、幹、根元、地中、枝 に

分類 して記録 し、種数で示 した(図14)。 か なり

のキノコ種 は複数の場所 に生育 していることが多

いが、今回は主に見 られた場所 に絞 った。その結

果、地表が全 ての環境 で高い割合 を示 していた。

次に倒木上が多 く、3番 に樹木の根元に多かった。

(2)キ ノコと他 の生物 との関わり

① キノコ類 と動物

キノコ類は植物 との関わ りだけではない。動物

との関わ りも重要である。キ ノコ類 と動物は、動

物の排泄物や遺体 を分解する関係で もあるが、そ

れだけではな く、キノコ類が動物に寄生すること

もある。動物 に寄生す るキノコ類は、キャンパス

内で発生が確認で きたスエヒロタケSc厩 砂勿〃醐

co〃z〃z%%が ある(柴 田,2006)。 スエ ヒロタケは、

枯れた木材に付 く腐生菌で、世界中の どこにで も

見 られ るキ ノコ類 である(図 版1)。 人の体 内に

入ると、肺で発芽 し寄生する。 しか し、人体 に寄

生することはまれである。また、動物の遺体か ら

発生す るキノコ類 もあ るため、分解者 としてキノ

コ類は動物類 とも深い関係がある。

キノコ類 と動物 は寄生の関係 だけではな く、捕

食被食の関係 もある。植物の木の実などを食べる

動物 も、冬になると食糧が減 り、雪 に覆われて し

まうため、キノ コ類 を食糧 とす る種 がい る(相

良,1989)。 キ ャンパス内でキノコ類 を食糧 とす

る動物は、生息が確認 されているニホンリスであ

る。 しか し本調査期間では、食糧が無 くなるほど

厳 しい環境は訪れなかったため、動物類が きの こ

類 を食糧 と してい るところを見る ことはで きな

かった。

② キノコ類を食べ る昆虫(図 版2～ 図版4)

キャンパス内では様 々なキ ノコ類が生育 してい

るが、それ とともに昆 虫 もよ くみ られ る。調査

中、発見 したキノコ類 には昆虫類による食痕が必

ず と言っていいほど見 られた。そ こで、調査で確

認 されたキノコ類 を食用 とする昆虫類 を表4に 示

した。その結果、全16科17種 が確認できた。

ランダムサンプリングによる食痕率の結果、成

菌で は15科 の うち10科 が50%以 上 の食痕 が見

られ た(図15)。 全体 で は52%に 食 痕が見 られ

た。また、ズキンタケ科 とキクラゲ科の2種 だけ

が極端 に低 く、10%以 下 であ った。逆 に、幼菌

では不食率の方が高 く、ほとんどの科で食痕率が

50%を 下回 っていた。一 方で、 ホコ リタケ科 の

みが63%と 食痕率が高い ことが分 かった。 ウラ

ベニガサ科 ・シロソウメンガサ科 ・ズキンタケ科

は幼菌 を発見で きなかったため、グラフは作成 し

なかった。

③ キノコ類が食べ る昆虫(図 版5)

キノコ類は昆虫類の食糧 ともなっているが、逆

にキノコ類が昆虫類 を食べ る場合がある。それが

冬虫夏草である。冬虫夏草 とは、生 きている虫の

体に菌が侵入 して宿主 を殺 し、その死体内で繁殖

して養分 を利用 しつ くしたとき、虫の外郭 を破 り

キノコとなって出現す るキノコ類の ことであ る。

寄生 されるものは主に昆虫だが、果実から生 じた

冬虫夏草が発見 されている。
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それをもとに、キ ャンパス内で も昆虫類 から発

生す る冬虫夏草を4種 発見することができた。以

下はキ ャンパス内で発見できた冬虫夏草 と、寄生

主である(表5)。

(3)考 察

キノコ類が生育 とす る場所は多様であ り、調査

地のどの環境 において もキノコ類の発生が確認で

きた。キノコ類の発生種数 に関 して違いがでた こ

とから、キノコ類 には好みの環境があるのではな

いかと考 えられる。キシメジ科や(オ ニ)イ グチ

科 は、発生種 自体 は異 なるが、どの環境か らも発

生が記録 されていることから、キシメジ科や(オ

ニ)イ グチ科 は、 さまざまな環境下で生育できる

多様性が高いと考 えられる。逆 に、ヌメリガサ科

やベニ タケ科、テングタケ科などの偏 りがみられ

た ものは環境への多様性が低 いと考 えられる。 こ

のことから、キノコ類 には科 によって環境の変化

に対応できる多様性があるものとそうでない もの

が生育 しているとい うことがわかった。

生育場所 では地表が多 く、根元が少 なかった

が、樹木か ら離れていて も土壌 中で他の樹木 など

と共生 している可能性 もあ り、地表 に発生す るキ

ノコ類 も根元の ものに含 まれる可能性がある。 し

か し、他の植物 と共生せず、土壌中で生育 してい

る種 もあるため、今後、明 らかに してい くには、

土壌養分の分析 も必要 となって くる。 また、植物

の遺体であ る倒木 は里山林 内で よ く見 られたた

め、地表の次に多 くなったと考 えられるが、地中

や枝、幹 などの割合が少ないのは見つけに くさが

多少影響 していると考 えられる。

松林内では、動物類が主 に食べるチチタケ属や

ベニタケ属、ヌメリイグチ属やアカヤマタケ属が

多数発生 してお り、 リスに食べ られたと思われる

どん ぐりや松ぼっ くりが発見で きたことか ら、雪

が積 もった時期 にはニホンリスがキノコを食べる

可能性があるのはでないかと考 えられる。

キノコ類は動物だけでな く、昆虫類に も食糧 と

されていることが言えるが、動物類 とは異 な り、

昆虫類は年間を通 して食糧 としている。また、キ

ノコ類 のほ とん どの科 で食痕率が高いのに対 し、

ズキンタケ科 とキクラゲ科 は低かった。この2科

は他の科のキノコ類 とは異 な り、傘 と柄が取れに

くく、ゼラチン質であ り、昆虫類にとって食べる

には、硬す ぎたのではないか と考えられる。昆虫

類の餌が豊富 な夏で もキノコ類が食べ られている

ことか ら、昆 虫類 は好 んでキノ コ類 を食 してい

る。その理由として考 えられるのは、キノコ類に

含 まれる成分が昆虫類 には必要 だからである。そ

の成分 はキノコ類、つ まり菌類 を構成す る物 質

表4.近 畿 大学奈良キャンパスにおけるキノコ類を食用 とする昆虫類(図 版3-5)

門 目 科 亜科 種 学名
オオキノコムシ科

ケシキスイ科

ゴミムシダマシ科
コウチュウ目

ベニホタル科

コガネムシ科

コガネムシ科

チビオオキノコムシ亜科

ケシキスイ亜科

キマワリ亜科

ベニホタル亜科

センチコガネ亜科

クロチビオオキノコ

キイロセマルケシキスイ

キマワリ

ネアカベニホタル

センチコガネ

エンマコガネの一種

丁痂o溺 α 勿 りo麗 ηsガ∫

α ソ6加o辮 π∫407ε α1ガs

P16∫ ガo助'加 伽 πεノ蜜7063ノ 伽6%∫

Cα%'〃63∂o瑚960ガ εガ

P加Zo〃 ゆ θ∫1αθ加s切 α伽 ∫

0η 功o助 α9%∬ カ.

カメムシ目節足動物門
グンバイムシ科

ナガカメムシ科 ナガカメムシ亜科

グンバイムシの一種

オオモ ンシロナガカメムシ

τ掬90ガ4侃 砂.

漉'06乃%Sα ∂∂76加 α魏3

バ ッ タ 目 カマ ドウマ科 カマ ドウマ亜科 コ ノ シ タ ウマ Tαc勿6ガ 麗s6Z69α κ々∫∫競 α

ワラジムシ目 オカダンゴムシ科 オ カ ダ ン ゴ ム シ(ダ ン ゴ ム シ) .47規 α漉〃6!脇 規 膨 忽α7θ

ハ エ 亜 目
ハ エ 目 シ

ョウ ジ ョウバ エ科

チョウバエ科

ショウジョウバエ亜科

イ シハ ラ ク ロチ ョウバ エ

キ イ ロ シ ョウ ジ ョウバ エ

B7%%オ α々 ガ訪 物α7αガ

D70SO擁 ガ1α規6Zα π09αS孟67

ハチ目 アリ科 フタフシアリ亜科 アズマオオズアカアリ 1)加 ゴ40Z6彦7加4α

クモ 目 アシナガグモ科 アシナガグモの一種 76〃 α即 α'加 ゆ.

オビヤスデ目 ヤケヤスデ科 ヤケヤスデ α ∫伽597αcガ1ガ ∫

コウラナメクジ科軟体動物門
マイマイ目 ナ

メクジ科

チャコウラナメクジ

ヤマナメクジ

五珈 ακ辮α㎎初α魏∫

玩c〃α7ガα〃励 ∫オo肋7ガ

表5.近 畿大学奈良キャンパスで見られた冬虫夏草と宿主

冬虫夏草 カメムシタケ セ ミノハリセ ンボン コナサナギタケ ガヤ ドリナガミツブタケ

学名 Co7の6θ カ3肱 孟αη3 ∫σガα 孟Ol肋〃2ガ捌 ∫伽 例sガ 乃α7∫αカ7腕osα Co7の6ゆ3魏 加76%Zα 孟α

宿主
クサギカメムシ

伽 かo解oゆ 勿

ヒ グ ラ シ

Tα朋 の 砂o麗 刀∫ガ∫

ヨ トウ ガ

漁 〃z6∫〃α ∂7α∬ゴcα6
不明
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で、キチ ンとい う物質である。この物質は昆虫や

エ ビなどの節足動物や軟体動物の外郭を構成する

物質である(相 良,1989)。 その ことか らも、昆

虫類は身体 の強化のためにキノコ類 を食べる必要

があるのだ と考えられる。 また、ズキ ンタケ科や

キクラゲ科 の食痕率が低かったのは、 このキチ ン

と言 う物質が、少量あるいは含 まれていない可能

性 も考えられる。

次 に、キノコ類が幼菌時はまだ胞子 も成熟 して

お らず、そのためひだが露出 しないよう、傘 自体

が閉 じているか膜質の ものがひだを覆ってい る。

このことか ら、キノコ類は幼菌時に昆虫類から胞

子 を守 るための構造 をとっていることが分か る。

成菌 となれば胞 子 も成熟 し、ひだ も露 出す るた

め、昆虫類が食べ にくる。それにより、成熟 した

胞 子 は他の土地へ と運 ばれる。 これ は、近年 に

なって胞子が昆虫類 の消化管を通過後 も生 きてい

ることが明 らかになったことか ら言 える(相 良,

1989)。 しか し、幼菌時で も食べ られてい ること

は事実である。だが、成菌時に比べて少 ないこと

か ら、昆虫類 はキノコ類の傘や柄などよりも、胞

子があるひだを最 も好んでいると考 えられる。 こ

こで、幼菌時におけるホ コリタケ科の食痕率の高

さが矛盾する。 しか し、ホコリタケ科はひだを持

たず、胞子が外に出るのは、成菌時に刺激を与え

た時だけであ り、常に胞子が露出 しているわけで

はない。加 えて、幼菌時のホコリタケ科 はキクラ

ゲ科の ようにゼラチ ン質でもな く、特別硬 いわけ

で もな く、む しろふわふわとやらかいため、昆虫

類 は まだ未発達な胞子 を狙 いやすい と考 え られ

る。

キノコ類が食べ る昆虫類 としてキャンパス内で

発見で きた冬虫夏草はたった4種 だった。冬虫夏

草が発生する環境 は、空気が清浄であ り、空気中

湿度が高 く、適度 な樹陰があるところが最低条件

である(清 水,1979)。 キャンパス内の里山内な

らば、 この環境に当てはまっていると思われ、今

後新たな冬虫夏草が確認できるのではないかと思

われる。

C.キ ャンパスのキノコに関する資料

(1)キ ャンパスのキノコの発生種 と食毒の可否に

ついて付表1～ 付表4に 示 した。

(2)キ ャンパスのキノコの発生時期 に関 して付表

5～ 付表8に 示 した。

(3)キ ャンパスのキノコの発生場所 に関 して付表

9～ 付表12に 示 した。

(4)キ ャンパスで撮影 されたキノコを写真(図 版

6～ 図版13)に 示 した。

5.総 合考察

近畿大学奈良キャンパス(以 下キャンパス)内

でキノコ類は調べれば調べ るほ ど、その数が増え

てい く。個体数に限 りはな く、種数 にも限 りは無

い。それゆえに、これまで調査が行 われなかった

が、本調査では期間 と場所の範囲 を定めることに

よって、大量 にあるキャンパス内のキノコ類の生

態 を把握することに努めた。環境別にキノコ類の

個体数や種数を記録 した結果、各調査地にしか生

育 していない種が存在 し、その個体数 も100を 超

えていたことか ら、それぞれの環境下で、最 も生

育に適 した種が存在 し、調査場所が近 くとも、同

じ里 山内であったとして も、それぞれの発生環境

が異 なっていることがはっき りとした。また、種

数の変動 は梅雨 と秋に増加がみ られたのだが、春

にも個体数の増加がみ られた。 しか し、種数の増

加がそれほど見 られなかった ことから、すでに地

中内で生育 していたキノコ類が適度 な気温によっ

て発生 したが、他の環境条件が足 りず、他の種が

発生するに至 らなかったのではないか と推測で き

る。

一般的に、キノコ類 は、暗 くて じめ じめ した所

に発生 しているイメージがある。そこで、キノコ

類は日陰などの気温が低 く、湿度が高い ところに

発生するという仮定すると、有効積算気温が最 も

低 く、年平均湿度が最 も高かったサンシ ョウウオ

ビオ トープがキ ノコ類の発生に適 した場所 と言え

る。実際、発生種数が最 も多かったのはサ ンショ

ウウオビオ トープだったので、この仮定は正 しい

ことになる。 しか し、種 多様度指数H'と λで

は、最 も高 かったのは松林 であ り、 次に竹林 と

なった。この結果の理由 として、芝生地は日陰に

なるところが限 られているため気温が高 く、松林

と比べて、キノコ類の好む環境が少 なかった。 し

か し、松林で も気温が高 く、湿度や土壌水分が低

い ことから、全調査地で最 も乾燥 した環境だとわ

かった。だが、キノコ類にとって厳 しい環境であ

るはずの松林が最 も種多様度指数が高かったこと

が謎であ り、今後解 明 してい くべ き問題 であ る。
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その一方で、里山林内では、大部分が 日陰であ り

気温が松林や芝生 に比べてやや低 く、キノコ類 が

栄養 とす る倒木や枯葉 などが多 く存在 し、予想 よ

りキノコ類が最 も好む環境であるため、種数 も多

かった。環境が良す ぎるために地中や朽木内の菌

糸体が十分す ぎるほど生長で きたのだ と考えられ

る。だが、環境が良ければ、その環境で生育する

キノコ類の菌糸体 はどの種 も生長す るはずである

が、キノコ類の菌糸体 は常 に他のキノコ類や微生

物 との間で栄養素 を奪いあい、機械的にまたは分

泌物質 を介 して生長 を妨害 しあっている(堀 越 ・

鈴木,1990)。 その結果、一部の種が菌糸体 を広

範囲に広げ、1種 の個体数が多 くな り、種の個体

数差が大 きくなった ことで、全種のバランスが崩

れ、種多様度指数が松林 よりも低 くなった と考え

られる。竹林では、調査 日数の違いが影響 してい

るのではないだろうか。同 じ回数だけ調査を して

いれば、松林 よりも種多様度指数が高 くなった可

能性が考 えられる。

キノコ類が発生する条件 として気象条件が考え

られる。本調査 では温度 と湿度の相関関係は得 ら

れなかったが、温度 と湿度のそれぞれが発生条件

と して 関 わっ てい る こ とは確 か で あ る。 柴 田

(2006)に よれば、いろいろな種類 のキノコの発

生に大 きな影響をお よぼしているのは気温だと言

われている。多 くのキノコに とって、菌糸体が生

長す るための適温 は、22～27℃ と言われている。

一方で、キノコの芽が作 られるためには、十分に

生長 した菌糸体が5～20℃ 以下の低温 におかれ

る必要が ある(柴 田,2006)。 実際、 キャンパ ス

内でも気温の減少が見 られたときにキノコ類の発

生種数が増加 していることか ら、一度気温が減少

することにより、キノコ類の発芽が促 され発生種

数が増加 したと考 えられる。 これにより、気温は

キ ノコ類の発生 に影響 してい ると言 える。 しか

し、気温の減少だけならば、冬 にい くらで もキノ

コ類 は発生 出来るが、12月 の調査で はキノ コ類

の発生はそれほど見 られなかった ことから、キノ

コ類が発生出来る限界温度があ り、その一定の温

度を超 えるとキノコ類の発芽が止まることが推測

される。気温 はキノコ類の発生スイッチの様 なも

ので、キ ノコ類が好 む発生温度 になった ときに、

湿度や降水量 と言 ったその他の気象条件が合わ さ

ることで、キノコ類が発生で きると考え られる。

一年 を通 して、気温の変化があることで、キノコ

類が地中内でも菌糸 を伸ば して生長で き、次の時

期に広範囲にわたってキノコを作 り出すサイクル

がで きていると考 えられる。つま り、キノコ類が

地上 に発生 していないときで も、菌糸体 は地中内

で活動 してお り、樹木や落ち葉 などを分解するこ

とで、次にキノコ類 を発芽 させ るための栄養 を蓄

えていると考 えられる。温度条件は、生態学的に

見れば、キノコの発生時を決める重要な環境要因

である(堀 越 ・鈴木,1990)。

気温 と土壌水分では逆比例関係にあ り、負の相

関関係があることがはっきりとした。土壌水分量

が高い ほどキノコ類 は発生す るとは言 えず、図

11-aの グラフの ように気温 との関係 によって

キノコ類の発生に関わっていると考 えられる。 ま

た、水分量で言えば、大気 中の水分量である、湿

度 も環境要因と考 えられたが、種数 と湿度の相関

関係 は得 られなかった。湿度は日々不規則に変化

している ものなので、自然界でキノコ類の形成 を

引 き起 こす基本的な要 因になっているとは考えに

くい。 しか し同 じ水分量で も、降水量が多い年に

はキ ノコ類の発生数 も多 くなっている ことが分

か っている(堀 越 ・鈴木,1990)。 今 回の調査 で

は降水量 と種数の関係 にはっきりとした結果は得

られなかったが、月単位で発生種数 と比較するの

ではなく、年単位で比較することによって、初め

て明 らかになるのではないだろうか。キノコ類に

ついて書かれた文献 を見て も、各年の降水量 と種

数の変異 を比較 しているため、1年 とい う短い調

査期間では降水量 との関係 を明らかにす ることは

で きず、今後の継続調査によって、キノコ類の発

生条件の一つとして数 えることがで きる可能性が

ある。

キノコ類 と生物 との関わ りは食物連鎖か らも明

らかだが、特 に植物 との関係は強い。植物の遺骸

ともいえる朽木や枯葉 などを分解することは もち

ろん、生 きている植物 にとりつき、その植物か ら

栄養 を奪い取 って枯 らすか、栄養をお互いに供給

することで共存 しているキノコ類 と植物の関係が

ある。キャンパス内では、地上に多 くのキノコ類

が発見出来たことが明らかになっているが、地中

内のことまではわか らないため、地上に生育 して

いて も地中で他の植物 と共生 または、寄生 してい

る可能性がある。また、樹木上 に発生 しているキ

ノコ類は、種数は少ないが、個体数は他の種 に比

べて最 も多い。樹木上 に発生す るキノコ類には広
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葉樹 に発生 している種が多い と思われた。里山内

では様 々な樹 木が混生 し、枯 れた樹木 も多 くあ

る。その中で広葉樹 のコナラやリョウブなどの倒

木が多 く見 られ、それらの倒木や朽木にキノコ類

が発生 していた。針葉樹 の落葉が広葉樹の落葉 よ

りも分解 されにくい と同様 に、木材 も針葉樹の方

がやや腐 りに くいことか ら、針葉樹の腐朽菌 に対

す る抵抗力 が高い(高 橋,1989)。 そ れに よ り、

樹木上に発生す るキノコ類が広葉樹に多い と感 じ

られた。だが、調査地の里 山林内は広葉樹 の方が

多 く、広葉樹林上 にキノコ類 が多 く発生するのは

必然 とも考えられる。今回、針葉樹林の調査 を断

念 した ことから、どのような植物類 にキノコ類が

多 く発生するのかなどの傾向は明 らかになってい

ない。今後の調査が必要 となって くる。

昆虫類の関係では、食糧 としてキノコ類は重要

な役割を持つと同時に昆虫類を利用することによ

り、キノコ類が繁殖 しているこ とが推測 され る。

その方法 として、昆虫類に食べ られることによっ

て胞子を別の土地へ運んでもらう方法 と、昆虫類

に取 り付 き、寄生することで、別の土地で新たに

で きた胞子を散布する方法がある。 どちらも、昆

虫類 と互いに利用 しあうことで、キノコ類 はその

種 を増や していった と考えられる。

分解者であるキノコ類が 自然環境内に生育 して

いることで、豊かな自然環境が保たれている。落

葉樹の落 ち葉や動物の排泄物や死骸 を分解す るき

のこ類は森の掃除屋 である。 しか し、キノコ類の

役割はそれだけに終わらず、 自然環境に生息 ・生

育す る各種生物の食糧 となった り、生長の手助け

を行 った りとキノコ類には分解者以外 の役割があ

ることが分かった。キノコ類の本体である、菌糸

体 は地中や木材 の中にあるため、 目で確認す るこ

とは難 しいが、キノコ類 は様 々な自然環境 に生育

している。キノコ類の全容 について把握すること

はまだまだ時間がかかることだろう。 しか し、今

回キャンパス内で調査 を行 うことにより、その一

部ではあるが、キノコ類の実態 について把握する

ことで環境 を保全 する ことに役 立つ と考 え られ

る。富士山で調査がつづけられているキイロチチ

タケの発生量の減少が、森林が衰え始めた時期 と

一致するという報告があるが、今のところ、ある

種 のキノコの発生量の増減が、森林生態系が変化

する兆 しになるかどうかについては、はっきりと

した結論 が 出 され てい るわけで はない(柴 田,

2006)。 しか し、 もし撹乱後 も個体 数は変わ らず

発生 していた芝生地のキッネタケ属の きのこが、

これまで発生 してなかった場所 に発生 したのだと

したら、それはその環境で何 らかの撹乱があった

と考 えられる。豊かな自然環境 は豊かな土壌環境

か らなり、 きの こ類の本体 は地中に広がっている

ため、キノコ類の発生変化が土壌環境の変化 につ

なが りは しないだろうか。キノコ類 と土壌環境に

関係があるのならば、環境指標 として、キノコ類

の発生変化は有効であ り、自然環境の変化に も対

応できるのではないかと思 われる。その変化 を知

るためには、今後の継続調査によ り、キノコ類の

個体 数や種数を記録 してい く必要があ る。 また、

今 回で きなか った、 日射 に よる個体 数の影響 な

ど、今後調べて行 くことできのこ類の発生条件が

より明確 になるはずである。
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要旨

近畿大学奈良キャンパス内では多数の生物が生

息 ・生育 しているため、 これまで多 くの研究が行

われて きた。 しか し、きのこ類 も同様の環境下で

多数生育 していると思われるが、詳 しい調査 は行

われていない。農学部では、食用 とするきのこ類

に関 しての研究は進んでいるが、 自然環境下で広

範囲にわたるきのこ類の発生や、生態に関 して詳

しい研究 は行われていない。 きのこ類は未だ研究

途中であるため分類 や種が確立 していないが、 き

のこ類は生態系の中で分解者 として重要 な役割を

担 ってお り、研究 は不可欠である。

キャンパス内で生育するきのこ類 を環境別 に調

査 、解析 を行 うことで、季節的に各環境で どの よ

うな種が生育 しているのかを明らかにし、 きの こ

類 の生態系 での役 割 を把握 する ことを目的 とし

た。

調査 は2010年4月 中旬～12月 中旬 まで行い、

ルー トの左右3メ ー トルのルー トセンサス法 を用

い た。調査 地はa,芝 生、b.ア カマ ツ林、c.サ ン

シ ョウウオビオ トープ(以 下SB)を 含 む湿地帯

周辺、d。手す り一三叉路(斜 面、広葉樹 を多 く含

む混生林 が密 集)、e.三 叉路 一258地 点(尾 根、

広葉樹 の他に局地的に針葉樹 をかな り含み、樹木

間に間隔がある)、f竹 林(2010年6月 中旬～12

月中旬)の 計6箇 所 を調査地 として設定 した。調

査 頻度 は、a～eは 週2回 、fは 週1回 、調査地

を歩 き、各調査地で確認 された きの こ類 の種数、

個体数を記録 し、気温、湿度、土壌水分 を測定 し

た。

調査 の結果、47科398種 、91,973個 体 の きの

こ類 を記録 した。 総種 数 で はSBが 最 も多 く、

150種 を記録 した。種数 が最 も増加 した時期は、

各調査地 とも10月 上旬か ら11月 上旬にかけてで

あった。 また、気温が低下 した時期 にきのこ類の

種数が増加傾向を示 した。発生種の増加 は環境に

よるものではなく、気温の低下が影響 していると

考え られた。月平均の積算気温では松林が197.3

日度 と最 も高 く、種数が多かったSBで はa～e

の調査地の 中で は177.5日 度で、最 も低 かった。

湿度 と種数では、湿度が高い時期に発生種 も多 く

なる とい う相 関関係が一部の調査地で得 られた。

湿度 と土壌水分の平均 をそれぞれ 出 した ところ、

SBが 最 も高 く、松 林が最 も低い結果 となった。

このことか ら、気温は低 く、湿度は高い場所が き

の こ類の発生 に適 した環境 だと言える。キャンパ

ス内で発見 されるきのこ類 には昆虫類の食痕が付

い てい る個体 が 多 く、食 毒 に 関係 な く全 体 の

52%の 個体が食べて られてお り、昆 虫類 の餌 と

なっている。また、 きの こ類 も幼菌時に食べ られ

ないための構造 となっているため、幼菌の食痕は

老菌 に比べて少なかった。成熟 した胞子が昆虫類

に食べ られることによって、他の場所へ運ばれる

ため、 きのこ類 と昆虫は共生関係にある と考 えら

れる。 きのこ類の生態 をさらに明 らかにするため

には、今後範囲 を広げ、継続的な調査が必要であ

る。



近畿大学奈良キャンパスにおけるキノコ群集の季節別、環境別変化 69

付表1発 生種と食毒の可否a

科 亜 属 種 学名 食毒の有無

アカカゴタケ科 サ ンコタケ属
サ ンコタケ

P∫ 召忽060伽3∫o加 〃6%わ θ79ガα6(Sumst.)

Johnson
不食

ア ンズ タケ科 ア ンズ タケ属 ア ンズ タケ Cα κ漉 α7θ〃z6∫oガろα7脇sFr. 有毒 食用

トキイロ ラッパ タケ C伽 漉α76〃%31泓 召oco籾%∫Bigelow 食用

イグチ科 イグチ亜科 イグチ属 キア ミアシイグチ Bo陀'z6∫o〃 η'ψ6∫Peck 不明

コウジ タケ Bo16オz63ノ ラα彪〃zz4∫Peck 不食

ヒメ コウジ タケ β016砒sαo肋 食用

ヤマ ドリタケモ ドキ Bo16'zご ∫76だ6%1ご τ'z6∫Schaeff 食用

キイロイグチ属
キイロイグチ

∫)z〃麗70ろ016'z637α 刀6π6♂〃(Berk.et,Curt.)

Murrill
食用

キクバナ イグチ属 キ クバナイグチ Bo16オ6〃z6∫6〃20諺6η3ガ ∫(Berk.)Sing. 可食

ニガイグチ属
ウラグロニガイ グチ

T .ylo/)〃%sα ガ〃z伽 ∫(Peck)Sing.Var...
exlrn1US

不明

コニガイグチ 7ンZρ ≠)ガ1z6∫7z6gz4♂o∫07召々α〃α'z6sHongo 不食
ニガイグチ 7yo吻 伽5彦 〃醐s(Bul1,Fr.)P.Karst 不明

ヌメリニガイグチ 7こy10」りπz6∫oα∫孟αη認6勿 ∫Hongo 食用

ミドリニガイグチ 71y1の ガZz6∫房76π5(C房%)Hongo 可食
ベニイ グチ属 ベニ イグチ 肋 ガ窺 ガ6〃αブ6ψoηガoαHongo 可食

ヤマ イグチ属
アカヤマ ドリ

五召oo飾%〃z6κ 〃召〃zガ07ガ6舵 α♂6(1.Vassilieva)

Sing,
不明

ヤマ ドリタケ属(イ グチ属) ダイ ダイイグチ Bo16オz63♂ α2〃∫∫ガ〃zz63Hongo 不食

オニイグチ亜科 オニ イグチ属 オニイグチ S'70ろ πo〃z夕c6sco7ψ45z4sSing. 価値なし

オニイグチモ ドキ S〃oろ ガZo〃z∠y66∫co励 ∫z6∫Sing. 食用
コオニイグチ S〃o観o〃z夕c6∫ ∫6〃z加%伽3Hongo 食用

ヌメリイグチ亜科 ヌメリイグチ属 ヌメリイグチ S忽 〃%∫ 伽陀z6s(L,:Fr⊃Gray 食用

ハ ンノキ イグチ亜科 クリイ ロイグチ属 クリイロイグチ Gッ7砂07%∫6αs孟 α麗z6∫(Bull.:Fr.)Quel.

ク リイロイグチ亜科 ビロー ドクリイロ イグチ αy7ψ07%51)麗 πc孟α伽 ∫L.Vassilieva 食用(中 毒 例あ り)

イ ッポ ンシメジ科 イッポンシメジ属 アオエノモ ミウラタケ亜属 ヒメ コンイロ イッポ ンシメジ R加 ゴρρ加 〃%∫oo616s'ガフ膨∫(Fr.)Quel.Var. 不食

イッポンシメジ亜属 クサ ウラベ ニタケ E漉010窺 α沈040カo〃%籾(Fr.)Kummer 不明
コンイロイ ッポ ンシメジ E7z`010〃zα ん吻z66ηs6(Hongo)Hongo 不明

ナス コンイッポ ンシメジ Rlzo4(ψ1zツ〃銘∫ん吻麗朋 ∫ガ∫Hongo 不明

モ ミウラモ ドキ亜属
アカイボカサ タケ

E雇010〃zα6(1%α ゴ7α魏 〃z(Berk.EtCurt)

Horak
有毒

キ イボカサ タケ
E寵oZo〃zα 〃zz〃zα ガ(Berk.EtCurt.)Sace.F.

..
rnurral1

有毒

シロイボカサ タケ
Eπo♂o〃zα 〃zz〃zα ガ(Berk.EtCurt.)Sacc.F.

album(Hiroe)Hongo
有毒

シロイボカサモ ドキ Eπ'o♂o〃zαsp. 不明

ソライロタケ Eπ'010〃zα α67z69ガ η05z6〃zHiroe 不明

ムッノウ ラベニ タケ属 ムツノ ウラベニ タケ 1ぞ乃oゴocツ∂6規%η ゴ〃α(Lasch)Sin募 不明

ミイノモ ミウラモ ドキ
Rぬ060/)耽y〃%∫3'αz〃03/)07%3.(Bres.)J.

Lange
価値なし

ウラベニ ガサ科 ウラベ ニガサ属 アカエ ノベ ニヒダタケ P♂鷹 〃∫sp, 不明

ウラベ ニガサ ∫)Zz6ホ召z6∫α〃ゴoの)〃π5(Batsch)Fayod 不明

ヒイ ロベニ ヒダタケ pZ厩6%sα%7α 雇ガo㍑go∫%∫(Tro9)Sacc. 価値なし

ウロ コタケ科 カ タウ ロコタケ属 モ ミジウロコタケ XyZoろo伽5幼6砿 α∂〃∫(Klotz.)Boiden 不食

キウロコタケ属 チ ャウロ コタケ X'676%〃zos〃6α(B1.EtNees)Fr. 不明

カレエ ダタケ科 カレエ ダタケ属 カレエ ダタケ C1α〃〃加αoガs嬬 α(Holmsk.:Fr.)Schroet. 価値なし

キクラゲ科 キクラゲ属 ア ラゲキク ラゲ .4%7∫c〃 α7ガαρo壇7励 α(Mont.)Sacc, 食用

キクラゲ 且%沈%1σ 万σ砺7ガo%!α(Hook.)Underw. 食用

キシメジ科 キ シメジ属 キシ メジ亜属 シモ コシ T7ガc乃010〃zα α%zα オ%〃z(Fr.)Gil1. 食用

ツエ タケ属 ビロー ドツエ タケ亜属 ビ ロ ー ドツ エ タ ケ Oz646〃zα η∫飽〃α/)%ゴ6/z∫(Pers.)Pegler 可食

カヤタケ属 アオ イヌシメジ α 伽 のノ∂θoゴ07α(Bull.:Fr,)Kummer 可食

キシメジ属 シロケシメジ τ7嬬010規 αoo1%溺 ろ6惚(Fr.)Kummer 可食

キッネ タケ属 ウラムラサ キ 五αccα磁 α耀 吻 ∫磁(Bu11.)Murri11 食用

カレバ キッネタケ 五α60αガαzノ加 αc60αz/6♂Zαπ6αHongo 価値なし

キッネ タケ
五α6cα7ガαZαocα 孟α(Scop.:Fr⊃Berk.&Br.F.

1accata
食用

キッネタケモ ドキ 五αcoα舶o厩 π36(Mont)Sing 不食

クヌギ タケ属 クヌギ タケ 晒c6π α即Z67ゴ σ%1α孟α(Scop.:Fr.)S,F.Gray 食用

コウバ イタケ 班yo6η αα40溺s(Bull.:Fr.)Gray 不明

サク ラタケ ル勿c6ηα勿7α(Pers.:Fr.)Kummer 有毒

チシオ タケ ル勿06照 加6規 厩o卿 ∫(Pers.:Fr.)Kummer 不食
ニオイア シナガ タケ 晦06η α,が10勿s(Bull.:Fr.)Kummer 不明

ヒメチシオ タケ
ルかc6π α5α πg%ガノzo16η如(Alb.&Schw.:Fr.)

Kummer
価値なし
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付表2発 生種と食毒の可否b

科 亜 属 種 学名 食毒の有無

キシメジ科 シメジ属
イバ リシメジ

五yρρ勿 〃π辮 砂1ガcolo7(Fr.:Fr.)M.Lange&

Sivertsen
不明

ハ タケシメジ 五y砂 乃y〃%〃z466α ∫オ6∫(Fr.:Fr.)Sing.; 食用

シロホウライタケ属 アシグロホ ウライ タケ 1レ毎zα∫吻ガ%∫η忽7ψ6s(Schw.)Sing. 不食

シロホ ウライタケ ル毎7α∫〃2飽〃z6∫εαη漉ゴ〃∫(Bolt.)Sing. 不食

ダイダイガサ属 ダイ ダイガサ (魂)'o〃 α〃zαα⑫7α彦α(Berk.)Redhead&Ginus 不明

ニセアシナガタケ属 ヒロヒダタケモ ドキ 御 ゴ70卿 ∫σ'磁 伽3(Murr.)Sing. 不明

ヒナノ ヒガサ属 オ リーブサカズキ タケ G6770麗 〃zα η6〃zozα ♂6Har.Takahashi 不食

ヒメカバイロタケ属
ヒメカバイロ タケ

X670規 ρぬα〃παoα 〃ψ απ6〃 α(Batsch.:Fr.)

Maire
価値なし

ヒメキシメジ属
ヒメキ シメジ

Cα 〃ガ3'o∫/)07ガ 〃z〃z砺'召oo〃"αo召 α解(Berk.&

Curt.)
不食

ホウライ タケ属 スジオチバ タケ ル勉%αs辮 蹴∫ρ%ゆ π760∫〃ガα魏∫Hongo 不食
ハ ナオチバ タケ 漁7α ∫規 伽sρ%!c加 〃ψ6∫Peck 不明

ハ リガネオチバ タケ ル毎7α∫窺伽∬ ガocπs(Schw.)Fr. 不食

ホウ ライ タケ ル伽 α∫%癬 房5sp.

マ ッカサ キノコ属 マッカサキノ コモ ドキ S〃o房1%7%∫ ∫ホの 加%ocツ ∫'ゴs(Hora)Sing. 可食

ムラサ キシメジ属 コムラサキ シメジ 五吻 ∫孟α∫07漉磁(Schum.:Fr,)Sing 食用

ムラサ キシメジ 乙6/)ガs孟αz〃zゴ α(Bull.:Fr.)Cooke 食用

モ リノカ レバ タケ属 アマ タケ Coμyろ ガα60魏 麗 η∫(Pers.:Fr.)Kummer 食用

カブベニチ ャ CoZ砂 ∂ガααo召70α如(Fr.)Kummer 可食

モ リノカ レバ タケ Co1砂 ろガα雄yo助 吻(Bu11.:Fr.)Kummer 不明

キンカクキン科 ディケ ファロスポラ属 ニセ キンカクアカビ ョウタケ Z万c6ヵ 乃α10sヵ07α 〃4わ607π6α(Berk.&Br.)

Spooner
不明

ドング リキ ンカクキ ン Cガろ07ガα ∂αオ∫6雇 αノzα 価値なし

クロサ イワイタケ科 ヒポキシロ ン属 クロ コブ タケ 伽 α(蜘 η'7襯cα 魏〃z(Schw.:Fr,)Miller 不明

クロチ ャワンタケ科 クロチ ャワンタケ P36%ゴ01)160如 痂θη㎏7611α(Pers.)Fucke1 不食

コウヤ クタケ科 クシノハシワ タケ属 カ ミウロコタケ ∫)0703オ6耀 〃zczα ∬ π〃z(Lev.)Hjor.&Ryv. 不食

エ ビコウヤク タケ Cy伽 〃o〃 α∫醜 獺 卿1"6η ∫(FL:Fr.)Jul. 不食

チヂ レタケ P〃o伽 解o璃 ρα 不食

サル ノコシカケ科 カイガラ タケ属 カイガ ラタケ 五6πz露63加'〃 加α(L.:Fr.)Fr. 不食

カワラタケ属 カワラタケ Co7ガoZ%5肥7sゴoolo7(L.:Fr.)QueL 不明

シイノサルノ コシカケ属 ホウネ ンタケ 五〇卿6ヵo耀 ∫/)%ろ67彪 オガ∫(Lloyd)T.Hatt. 不食

シハ イタケ属 バカ ワラタケ T7ガ漉の)魏 〃zわ肋7〃z6(Fr.)Ryvarden 不食

タマチ ョレイタケ属 キアシグロタケ Po砂 ρ07%5〃 α万%s(Pers,:Fr.)Karst 不食

シロキクラゲ科 シロキクラゲ属 クロハ ナビラニカワタケ T676〃26〃 αプ多〃zろ7ガαホαPers.:Fr.

シロキク ラゲ T76〃z6〃 αルc加7挽 ガ5Berk. 食用
ハ ナビラニカワタケ T76〃zθ 〃αノわ♂ガα06αPers.:Fr. 食用

シロソウメンタケ科 シラウオ タケ属 アリノタイマ ッ ルfz〃〃c1α〃〃αo♂α7α(Berk.EtCurt.)Petersen 価値なし

シラ ウオ タケ ル勧1々c1α3%Zα ηz〃cガゴα(Pers.:Fr.)Petersen 価値なし

シロソウメンタケ亜属
シロソ ウメ ンタケ α α槻7ガ α 〃67規 ガε%♂α7ガ∫Swartz:Fr,Ver.

Vermicularis
可食

ナギナ タタケ属 ナギナ タタケ α α脇 伽oカ ∫ガ∫ルs肋7加 ∫(Sow.:Fr.)Corner 可食
ベニナギナ タタケ CZαz/z61ガ〃zo/)5ゴ∫ 〃z麦yαろ6απα(S.Ito)S.Ito 可食

フサタケ属 フサ タケ 」Pホ召7%Zα 〃z%〃玩4α(Chev.)Fr. 不明
スエ ヒロタケ科 スエ ヒロ タケ属 スエ ヒロタケ 561露zo/)耽v"π 〃zco〃z規z6%6Fr.:Fr. 可食

ズキ ンタケ科 ズキンタケ亜科 ズキンタケ属
ズキンタケ 五60々 α ♂z6ろηoα(Scop.:Fr.)Pers.:Fr.F.

lubrica
不明

ニ カワチ ャワンタケ属 ニ カワチ ャワンタケ 八勉oろ%忽αガα/)z〃α(Fr.)Petrak 可食

ムラサキ ゴムタケ属 ムラサキ ゴム タケ .4scoα 卿6の ノ」ガc雇溺〃z%(TuL)Korf 不明

ビ ョウタケ亜科 ビ ョウタケ属 モエギ ビョウタケ B御)076〃 α3%ク励7ガノzα(QueL)Carp. 不食
ビ ョウタケ βガ5ρ076〃αcガ〃勿α(Batsch.)Korfetal. 不明

ロクシ ョウグサキ レン属 ヒメロクシ ョウグサ レキ ン C配0700めo万 αo〃〃¢勿ガ76η∫(Ber1.)Dixon 不食

スチルベラ科 セ ミノハ リセンボン 加7ガ αブ砂o競 α 不食

スッポンタケ科 ス ッポ ンタケ属 ス ッポ ンタケ 1)加Z1錫 ∫ガ〃ψ%4ガc銘 ∫Pers. 可食

タコウキ ン科 オシロイ タケ属 オシ ロイタケ 7こy70〃zツ%oθ ∫c痂oκ θκ∫(Fr.)P.Karst. 不明

オッネ ンタケ属 ニ ッケイ タケ Co♂'ガ磁cガ 朋 α窺o耀 α(Pers.)Murr. 不食

サ ビハチノスタケ属
サ ビハチ ノス タケ

Ec乃 吻oε 乃αα67%ガ σ6ρ∫(Berk.&Br.)

Ryvarden

シロア ミタケ属 アラゲカ ワラタケ T7α 〃z6ホ召s腕7∫z話 α(Fr.)Pilat

タマチ ョレイ タケ属 ハチノス タケ Poと ゆo耀 ∫ α1肥o♂ α7ガ%∫(DC,ExFr.)Bond.Et

Sing.
不食

ッヤ ウチ ワタケ属 ウチ ワタケ 掘 ガoアoヵ07%s嫉 フ¢ガ∫(Bull.&Nee:Fr.)Kuntze 不食

ヒイロタケ属 ヒイロタケ Pyoπo¢)07%∫cocc勿6z6∫(Fr.)Bond.EtSing.

タバ コウロコタケ科 キコブタケ属 ネン ドタケ 1)加 〃珈%sg物%∫(Schw,:Fr⊃Pat. 不食

チ ャヒラタケ科 チ ャヒラ タケ属 ク リゲノチ ャヒラタケ α の 配o燃 ろα磁 堀oo60∫ 銘∫Imai 価値なし

ッチ グリ科 ツチグ リ属 ツチグ リ .45加 α6麗∫伽970〃z6〃 ガc〃sMorgan 食用(幼 菌)
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付表3発 生種と食毒の可否c

科 亜 属 種 学名 食毒の有無

テ ング タケ科 テ ング タケ属 オオツルタケ .4〃zα ノ7彪z〃㎎ 珈 α如(Bull.:Fr.)Vitt.Var,vaginata 不明

カバイロ コナテ ング タケ 4〃zα痂孟α7%伽77%9加6αHongo 不明

カバ イロッルタケ 、4〃zα忽 ホα〃㎎ 切αホα(Bull.:Fr.)Vitt.Var.fulva(SchaefDGill. 食用

コシ ロオニ タケ 、4〃z碗露αoα∫如%αρ∫ガゴゴ∫Hongo 有毒

コタマ ゴテ ング タケ 孟規α加 孟αραφ勿7ガα(Alb.&Schw.:Fr.)Secr. 不明

コテングタケ .4初 α痂 ホαρoゆ 勿 ガα(Alb.&Schw.:Fr.)Secr. 有毒

コテ ング タケモ ドキ ∠4〃zαフ痂 σρs甜40ρoゆ 乃夕万αHongo 有毒
コナカブリテングタケ ∠1〃zαフ〃孟α9万 ∫6吻7〃zosαHongo 不明

シロオニタケ 、4〃zαη鉱α加讐痂60ゴゴ65Bas 有毒

シロタマゴテングタケ /1〃zα痂彪 肥 魏α(Fr.)Roques 有毒

シロテ ングタケ ノ1〃zαノzガ如 π600z70ガ016αHongo 不明

タマシロオニタケ 、4〃zα%露αα67ゆ 如Peck,AmanitasphaerobulbosaHongo 有毒

ッルタケ .4〃zα η露α 刀㎎ ガノzα彪(Bu11.:Fr.)Vitt.Var,vaginata 食用

テ ングタケ .4規 α競 αρα%漉 碗 ノ1α(DC.:Fr.)Krombh. 有毒

テ ング ツル タケ ノ生〃ηノz露σ666漉 σ6(Berk.&Br.)Bas 可食

ドウシンタケ ん πα腐 α630%勧 諭Hongo&Matsuda 食用

ドクツルタケ 、4〃zα疵彪 加70∫α(Fr.)Bertillon 有毒

ニセ コナカブ リ α 勿 ガ40オ%ss励 砂 勿670ψo物s(J.Lange)Kuhn.&Romagn. 不明

ヒメ コガネツル タケ .4〃zα厩ごα 〃z6〃6ガo砂3Hongo 有毒

フク ロツル タケ .肋zα編 αびoZ傭 α(Peck)Martin 有毒
ヘ ビキノコモ ドキ .4〃zαπ磁 ゆ ∫∫αc6αlmai 有毒

オオオニテ ングタケ 、4吻α痂 ホα97απ読cαゆαNagasawa 不明

コ トヒラシ ロテ ング タケ ん%α 編 αんo励 〃α醜sガsNagasawaetMitani, 不明

テングノメシガイ科 テングノメシガイ属 テングノメシガイ T7励oglo∫ ∫%初 乃〃∫班%規(Pers.:Fr.)Boud.F.Hirsutum 不明

ドロホ コリ科 マメホ コリ ムycO9α1α6勿 ゴ6ηゴ7%初 不食
ニセ シ ョウロ科 ニセ シ ョウロ属 ニ セ シ ョウ ロ S61670ゴ67〃 ¢6zo∫〃 加%〃zPers,

ヒ メ カ タ シ ョウ ロ 561670ゴ6槻 αα760♂α'%辮Ehrenb.Var.areolatum 有毒

ヌメ リガサ科 アカヤマタケ属 アカヤマ タケ 琢970(ψ6co航 α(ScoP.:Fr⊃Kummerfconica 有毒 食用

アキヤマ タケ 鈎9ア06ツ ろ6万α麗∫66π∫(Kauffm.)Sing 価値なし

オオ ヒメ ノカサ 的g70の め60加 πα(Bull.:Fr.)KUhner 不明

オレンジガサ ∫ノン970c二yろ6070060Zz4'6α(Hongo)Hongo 不明

トガリッキ ミタケ 功9700ッ ろ6αo麗ooo加6α(Clem,)Sing.F.japonia(Hongo)

Hongo
不明

ベ ニヤマ タケ 的g70cッ ろ66006伽 α(Schaef[:Fr.)Kummer 可食

ミズ ゴケ ノハナ 琢970σ ろ6cocc擁oc7召 ηαホα(PD.Orton)Moser 不明

ワカクサ タケ ∫かg70(ッ 加 ρ∫吻o伽(Schaef[:Fr.)WUnsche 食用

オ トメノカサ属 ウバ ノカサ Cα 〃zα70」り肋4〃z6ssz6ろzノ ガo♂α06z63(Peck)Sing. 可食

オ トメノカサ C微 α7砂 勿 〃銘∫加讐 伽 〃5(Wulf:Fr.)Kummer 食用
ハ ダイロガサ Cα規α7ρ力加 〃%∫μ 傭7z∫ゴs(Pers.:Fr.)Kummer 食用

ノボリリュウタケ科 ノボリリュウタケ属 クロアシボ ソノボリリュ

ウタケ
飽 勿6〃αα〃αKoenig:Fr. 不明

クロノボリリュウタケ 飽 勿6〃α♂αc襯o∫αAfzel:Fr. 不食

ナガエ ノチ ャワンタケ 飽 勿6〃α辮α670汐%∫(Pers.:Er.)Karst. 可食

ノボリリュウタケ 飾1%〃 α07競)α(ScOP,)Fr. 食用

バ ッカクキン科 冬虫夏草属 カメムシタケ Co74yc6/)∫ πz話αη3Pat. 不明

ガヤ ドリナ ガミッブ タケ
Co7の εゆ ∫ オ励67σ%嬬 α(Leb.)Mairef.moelleri(Henn⊃

Kobayasi

コナサナギ タケ 加7ガ α力 珈05α

ハ ラタケ科 アカヒダカラカサ タケ属 アカヒダカラカサ タケ 愉 ♂απoρ乃夕〃z6〃z66雇 παオz6〃z(Roth:Fr,)Sing 不明

カラカサ タケ属 ドクカラカサ タケ 漁07016/)ゴoホ αアzεo〃zα∫'oガげ6α(Hongo)Hongo 有毒

マ ン トカ ラカサ タケ 蔽zc7016ρ ガo如sp. 可食

カブ ラマツ タケ 5昭 α規α競 α%祝 ろoπα孟α(Sumst.)Bas 食用

キッネノカラカサ属 オオ ミノチ ャキ ツネノカ

ラ カサ タケ
五ゆoホ αsp. 価値なし

キッネノカラカサ タケ 五吻o孟 α碗 ∫ホα彦α(Bolt.:Fr.)Kummer 不明

キヒダカラカサモ ドキ 五6/加 彪 辮 雇勿 ρ勿 〃αP.D,Orton 不明

クリイロカラカサ タケ 五勿 ガo孟α6α∫孟α麗αQuel. 不明

シロヒメカラカサ タケ 五4)ゴo孟α㎎ π6αJ.Lge. 不明

シロワタカラカサ タケ 五ゆoホ αsp. 有毒

キヌカラカサ タケ属 キッネノハ ナガサ 五6zκoco/)7勿z43ノ ラ㎎ ガ1ガ∫∫加z%∫(Rav,)Pat. 不明

シロカラカサ タケ属 アカキ ッネカサ 五6%co㎎ α7ゴα45γ πろ70が πc'%5(Peck.)Sing. 不明

ハ ラタケ属 ウスキモリノカサ .49αガo銘∫αわ7zゆ'狛〃 ゐ麗∫Peck 不明

ナカグ ロモ リノカサ .49α7ガc〃3ρzα 召6Zα7θ3σ〃α規o∫ 〃3Freeman 有毒

ハ ラタケ 49碗c%scα 卿6s〃 ガsL.:Fr. 食用
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付表4発 生種と食毒の可否d

科 亜 属 種 学名 食毒の有無

ヒダハ タケ科 ヒダハ タケ属 ニ ワタケ Pα κ〃%∫ α〃o'o〃z6/2'osz6∫(Batsch:Fr.)Fr. 不食

ヤ ブニワタケ
1)θκ〃%sα 〃o'o〃z6磁o∫%∫(Batsch:Fr.)Fr.

Var.bambusinusBaker&Da
不明

ヒ トヨタケ科 ナ ヨタケ属 イタチ タケ亜属 イ タチ タケ 1)∫α吻76ZZαoα 忽o〃 ガαπα(Fr.:Fr.)Maire 有毒 食用

ナヨタケ属
ムササ ビタケ

ノ)∫α訪y76〃 α/)〃1〃1麹7〃zガ ∫(Bull,Fr.)P.D.

orton
食用

ヒ トヨタケ属 イヌセ ンボンタケ Coメ)7加z6∫認∬θ規加α魏∫(Pers.:Fr.)Gray 不明

ヒ トヨ タケ Cρ ≠)7腕z63α 〃απ6∂如7ガz43(Bull.:Fr.)Fr. 可食

ヒ メ ヒ トヨ タケ Co/)7魏%sノ 万6∫〃Qu色1. 不明

ヒメキクラゲ科 ヒメキクラゲ属 タマ キクラゲ Eκ ガ4ゴα観ノoプ)α∬αLloyd 食用

ヒメキクラゲ Eκ 磁 α91α漉 麗♂o∫αFr. 食用

ヒメッチグ リ科 ヒメツチ グリ属 シロツチ ガキ G6αs〃%〃 ¢プ7〃z67如魏 〃z(Fr.)Fisch, 価値なし

フクロッチ ガキ G6α ∫〃z6〃z∫ αoεα'%〃z(Fr.)Fisch. 食不適

ピロネマキ ン科 キンチ ャワンタケ亜科 キンチ ャワンタケ属 ヒイロチ ャワ ンタケ ∠IZ6π万αα%7α窺ガα(Fr.)Fuckel 不明

シロスズメノワン属
シロス ズメノワン

〃%規 α磁 加 禰 ∫助 α6痂 α(Wiggers:Fr.)

Fuckel
不明

フウセ ンタケ科 フウセ ンタケ属 ウスフジ フウセ ンタケ亜属 ウスフジフウセンタケ Coπ 魏 α7伽 ∫α♂ろo毎o♂ α06%s(Pers.:Fr.)Fr. 不明

オオカ シワギ タケ亜属 カワムラフウセンタケ Co7'腕 α7ゴz6∫カ%η)%7α ∫c6%∫(Fr,)Fr.

アセタケ属 キイロアセ タケ 動o(二ψ61協 θαKobayasi&Hongo 不明

キヌハダニセ トマヤ タケ 1勿o(とy∂6/)α1z6ゴ加6〃α(Peck)Sacc. 不明

クロ トマ ヤタケモ ドキ 1勿ocッ ∂θc勿cガ ノzπα孟α(Fr.:Fr.)Que1. 不明

コブァセタケ 1加 のノ加 初 ゴ%10soミρ07αKobayasi 有毒

シロ トマヤ タケ 玩ooツ ろ6960力 勿 〃α(Sow,:Fr.)Kummer 有毒

ケコガサ タケ属
ヒメ コガサ

Gα167勿 α ぬ"πo耀 〃z(Schrank:Fr.)Kuhn.s.

J,Lange
価値なし

ササ タケ属
アカヒダササ タケ

D6槻ooy∂ 召36加 ∫αη9協 η6α(Fr.)Moserin

Gams
不明

ササ タケ D召 槻o(ゆ6c勧 α脚 耀 α(L.:Fr.)Wunsche 有毒

チ ャツムタケ属 キッム タケ G夕 窺πoμ%s勿%〃 醐s(Fr.:Fr.)Murr. 不明

フウセンタケ属 アブラシメジ Coπ 加α7伽∫61α〃07Fr. 食用

フウセ ンタケモ ドキ Coπ ゴηα7ガz6∫/)∫6%61ρ≠)z4ろウz〃α5c6κ5Hongo 可食

ム ラサキアブラシ メジモ ドキ Co7'加 αア脇s5αZo7Fr. 食用

ワカフサ タケ属 ヒメワカフサ タケ 飾 ろ6♂o〃zα3α6漉αガ016ア7∫QueL 有毒

ベニタケ科 チチ タケ属 アカハ ツ 五α6孟α7伽∫αん盈 αな%Tanaka 食用

キハツダケ Lα磁 磁 ∫ガα加伽1%∫lmai 食用

チ ョウジチチ タケ 五α砿α7伽3σ%忽 π3Fr. 可食
ニオイワチチ タケ Lαo如7脇ss%ろzoη α7伽∫Hongo 不明

ベ ニタケ属 アカカバ イロタケ 1ぞz6∬z〃αoo〃ψαo孟αFrost&PeckapudPeck 食不適

カラムラサ キハ ッ Rπ ∫∫z〃αo〃z庭π∫ガ3Hongo 不明

クサハ ッ 1ぞ%∬ 〃 αノわ6ホ6%sPers.:Fr. 有毒

ク ロバ ッ 1ぞz6∬z〃αη㎏7ガoαη∫(BulL)Fr. 有毒(生)

クロハツモ ドキ R〃 ∬%Zα46775加1ガ α(Secr.)Gill. 有毒(生)

ケ シ ョウハ ッ 1ぞ%∬%Zα 加o陀 ゆ6∫Que1, 食用
、

ン ロハ ツ 1ぞκ∫∫z4α ゴ6〃cαFr. 可食

シロバッモ ドキ 1ぞz4∬z〃αブの)oηガcαHongo 有毒

チギ レハツ タケ /ぞ〃∫∫z〃α 麗 ∫6αFr. 可食

チシオハツ
R〃 ∬ 麗1αsα η9%腕 αガα(Schumach.)S.

Raushert

ドクベ ニタケ 1ぞκ∫∫z〃α6〃z6海6α(Schae丘:Fr.)Gray

ニオイコベ ニタケ 1ぞz6∬♂α〃3α7劾6Peck 食不適

変形菌ッノホコ リ科 ッ ノ ホ コ リ C67α 々oπ 〃z夕κα,〃z6オガα4♂03αvar.fruticulosa

変形 菌モジホコ リ科 ススホ コリ F励go5ゆ ガcα

ホウキタケ科 ホウキタケ属 ハ ナホウキタケ亜属 ハ ダイロホウキ タケ 翫 〃zα磁sp. 不明

ハナホウキ タケ Rα 〃zα7ガαノb7〃zo3α(Pers.:Fr.)QueL

ホコリタケ科 ノウタケ属 ノウタケ Cα勿α'ゴαc7α忽 の7禰 ∫(Schw.)Fr. 可(幼 菌)

ホ コリタケ属 クロホ コリタケ L二ycρノ)67ゴoη ηガ0976∫c6η ∫Pers. 不明

ホ コリタケ 五夕6ρ/)6π!oη ρθ〃α'z4〃zPers. 食用(幼 菌)

ボ リニア科 クロ コバ ンタケ Cα 〃zαγαカ∫ρの 吻 槻 α(Mont.)Miller

マ ンネ ンタケ科 マ ンネンタケ属 コフキサ ルノコシカケ Gα ノzo4θ7〃zα@メ)1α7zα オz6〃2(Pers.)Pat. 不明

ミミナミハ タケ科 ミミナ ミハ タケ属 イタチ ナ ミハ タケ 五6雇 ガπ6〃z6∫ プ7αろ召〃肋7〃zガ ∫(Bolt.:Fr.)S,Ito

モエギ タケ科 ヒメス ギタケ属 ヒメスギタケ ∫)乃α60〃zα%αs〃zガz4∫67ガ ηα666〃6τ(Peck)Sing, 価値なし

モエギ タケ属 クリタケ 八竹6〃zα オo♂o〃zα∫励1α 孟67魏 κ〃z(Fr.)Karst, 食用

サ ケツバ タケ S〃o助 α7ガα剛go∫oα π欄Zα ホαFarlowinMurr. 食用

ニ ガクリタケ 翫6〃zα'010〃zα 海 ∫6∫α〃α76(Hudson:Fr,)

Karst.
有毒

モエギ タケ S〃o至魏 α7ゴσα67%9〃zosα(Curt.:Fr.)Que1. 不明



付表5発 生時期a

科 種

ア カカゴタケ科 サ ンコタケ

ア ンズタケ科 アンズ タケ

トキイロラッパ タケ

イグチ科 キア ミアシイグチ

コウジタケ

ヒメコウジタケ

ヤマ ドリタケモ ドキ

キイロイグチ

キクバナ イグチ

ウラグロニ ガイグチ

コニガイグチ

ニ ガイグチ

ヌメ リニガイグチ

ミドリニガイグチ

ベニ イグチ

アカヤマ ドリ

ダイダイイグチ

オニ イグチ

オニイグチモ ドキ

コオニイグチ

ヌメ リイグチ

クリイロイグチ

ビロー ドクリイロイグチ

イ ッポ ンシメジ科 ヒ メ コ ン イ ロ イ ッポ ン シ メ ジ

クサウラベニタケ

コンイロイッポ ンシメジ

ナ スコンイッポ ンシメジ

アカイボカサタケ

キイボカサ タケ

シロイボカサタケ

シロイボ カサモ ドキ

ソライロタケ

ムツノウラベニ タケ

ミイ ノモ ミウラモ ドキ

ウラベニ ガサ科 アカエノベニヒダタケ

ウラベニガサ

ヒイロベニ ヒダタケ

ウロコタケ科 モモジウロコタケ

チ ャウロコタケ

カレエ ダタケ科 カ レエダタケ

キ クラゲ科 アラゲキ クラゲ

キクラゲ

キ シメジ科 シモコシ

ビ ロ ー ドツ エ タ ケ

アオイヌ シメジ

シロケシメジ

ウラムラサキ

カ レバ キツネタケ

キ ッネタケ

キッネタケモ ドキ

クヌギ タケ

コウバ イタケ

サ クラタケ

チ シオタケ

ニ オイアシナ ガタケ

ヒメチ シオ タケ



付表6発 生時期b

科 種

キシメジ科 イバ リシメジ

ハ タケシメジ

アシグロホウライタケ

シロホウライタケ

ダイダイガサ

ヒロヒダタケモ ドキ

オリーブサ カズキタケ

ヒメカバ イロタケ

ヒメキシメジ

スジオチバ タケ

ハナオチバ タケ

ハ リガネオチバ タケ

ホウライタケ

マ ッカサ キノコモ ドキ

コムラサ キシメジ

ム ラサキシメジ

アマ タケ

カブベ ニチャ

モ リノカレバ タケ

キ ンカ クキ ン科 ニセキ ンカ クアカ ビョウタケ

ドングリキンカクキン

クロサイ ワイ タケ科 クロコブタケ

クロチ ャワンタケ科 クロチ ャワンタケ

コウヤ クタケ科 カ ミウロ コタケ

エ ビコウヤ クタケ

チヂ レタケ

サ ルノコシカケ科 カイガラタケ

カ ワラタケ

ホウネンタケ

ハ カワラタケ

キアシグロ タケ

シロキ クラゲ科 クロハナ ビラニカワ タケ

シロキクラゲ

ハナ ビラニカ ワタケ

シロ ソウメ ンタケ科 ア リノタイマッ

シラウオタケ

シロソウメンタケ

ナギナタタケ

ベ ニナギナタタケ

フサ タケ

スエ ヒロ タケ科 スエ ヒロタケ

ズキンタケ科 ズキ ンタケ

ニカ ワチ ャワンタケ

ムラサ キゴムタケ

モエ ギビ ョウタケ

ビョウタケ

ヒメロクシ ョウグサ レキン

スチ ルベ ラ科 セ ミノハ リセ ンボ ン

ス ッポ ンタケ科 ス ッポンタケ

タコウキン科 オシロイタケ

ニ ッケイタケ

サ ビハチ ノスタケ

アラゲカワラタケ

ハチ ノス タケ

ウチ ワタケ

ヒイロ タケ

タバ コウロコタケ科 ネ ン ドタケ

チ ャヒラタケ科 クリゲノチ ャヒラタケ

ッチグ リ科 ツチ グリ



付表7発 生時期C

科 種
4月 5

中 下 上 ヰ

テ ングタケ科 オオツルタケ

カバ イロコナテ ングタケ

カバ イロッルタケ

コシロオニ タケ

コタマ ゴテ ングタケ

コテ ングタケ

コテ ングタケモ ドキ

コナ カブエ リテ ングタケ

シロオニタケ

シロタマゴテ ングタケ

シロテ ングタケ

タマシロオニタケ

ツルタケ

テ ングタケ

テ ングツル タケ

ドウシ ンタケ

ドクッルタケ

ニセ コナ カブ リ

ヒメコガネツル タケ

フクロツル タケ

ヘ ビキノコモ ドキ

オオオニテ ングタケ

コ トヒラシロテ ングタケ

テ ングノメシガイ科 テ ングノメシガイ ○ 0 ○

ドロホコ リ科 マ メホ コ リ

ニセ ショウロ科 ニ セ シ ョウ ロ

ヒ メ カ タ シ ョウ ロ

ヌメ リガサ科 アカヤマタケ

アキヤマタケ

オオヒメノカサ

オ レンジガサ C

トガ リッキ ミタケ

ベニヤマタケ

ミズ ゴケ ノハナ

ワカクサタケ

ウバ ノカサ ○ ○

オ トメ ノカサ

ハ ダイロガサ

ノボ リリュウタケ科 クロアシボソノボ リリュウタケ

クロノボ リリュウタケ

ナガエノチャワ ンタケ C

ノボ リリュウタケ

バ ッカクキ ン科 カメムシタケ

ガヤ ドリナ ガミツブ タケ

コナサナギ タケ

ハ ラタケ科 アカ ヒダカラカサタケ

ドクカラカサタケ

マ ン トカラカサ タケ

カブラマ ツタケ

オオ ミノチ ャキツネノカラカサタケ

キッネノカラカサタケ

キヒダカラカサモ ドキ

ク リイロカラカサタケ

シロ ヒメカラカサタケ

シロワ タカラカサタケ

キツネノハ ナガサ

アカキ ツネ カサ

ウスキモ リノカサ

ナ カグロモ リノカサ

ハ ラタケ



付表8発 生時期d

科 種
4月

中 下 土

ヒダハ タケ科 ニ ワタケ

ヤブニ ワタケ

ヒ トヨタケ科 イタチ タケ

ムササ ビタケ

イヌセ ンボ ンタケ

ヒ トヨ タ ケ

ヒ メ ヒ トヨ タ ケ

ヒメキクラゲ科 タマキ クラゲ ○ ○

ヒメキ クラゲ ○ C

ヒメッチ グリ科 シロッチガキ

フクロッチ ガキ

ピロネマキン科 ヒイロチ ャワンタケ

シ ロスズメノ ワン

フウセンタケ科 ウス フジ フウセ ンタケ

カワム ラフウセ ンタケ

キイロアセタケ

キヌハ ダニセ トマ ヤタケ ○

クロ トマヤ タケモ ドキ

コブアセ タケ

シロ トマ ヤタケ

ヒメコガサ ○ ○ C

ア カビダササ タケ ○ ○

ササ タケ

キツムタケ

アブ ラシメジ

フウセンタケモ ドキ

ムラサ キアブラシメジモ ドキ

ヒメ ワカフサ タケ

ベ ニタケ科 ア カハツ

キハ ツダケ

チ ョウジチチ タケ

ニオイ ワチチ タケ

ア カカバイロ タケ

カ ラム ラサキハツ

クサハ ッ

ク ロバ ッ

クロバ ッモ ドキ

ケ ショウハッ

シ ロバ ッ

シロハ ツモ ドキ

チギレハ ッタケ

チシオハ ッ

ドクベニ タケ

ニオ イコベニ タケ

変形菌 ッノホコリ科 ッ ノ ホ コ リ

変形菌 モジホコリ科 ススホコリ

ホ ウキ タケ科 ハ ダイロホウキタケ

ハ ナホウキタケ

ホ コリタケ科 ノウタケ

クロホコリタケ

ホコリタケ ○ ○ C

ボリニア科 クロコバ ンタケ

マ ンネンタケ科 コフキサル ノコシカケ ○ ○ C

ミミナ ミハ タケ科 イタチナ ミハ タケ

モエギ タケ科 ヒメスギ タケ

クリタケ

サケ ツバ タケ

ニ ガクリタケ ○ ○

モエ ギタケ



付表9発 生場所a

科 種

アカカゴタケ科 サ ンコタケ

アンズタケ科 アンズタケ

トキイロラッパ タケ

イグチ科 キア ミアシイグチ

コウジタケ

ヒメコウジタケ

ヤマ ドリタケモ ドキ

キイロイグチ

キクバナイグチ

ウラグロニガイグチ

コニガイグチ

ニガイグチ

ヌメ リニガイグチ

ミドリニガイグチ

ベニイグチ

アカヤマ ドリ

ダイダイイグチ

オニイグチ

オニイグチモ ドキ

コオニイグチ

ヌメリイグチ

クリイロイグチ

ビロー ドクリイロイグチ

イツポ ンシメジ科 ヒメコンイロイッポ ンシメジ

クサウラベニタケ

コンイロイッポンシメジ

ナスコンイッポンシメジ

アカイボカサタケ

キイボカサタケ

シロイボカサタケ

シロイボカサモ ドキ

ソライロタケ

ムッノウラベニ タケ

ミイノモ ミウラモ ドキ

ウラベニガサ科 アカエノベニヒダタケ

ウラベニガサ

ヒイロベニ ヒダタケ

ウロコタケ科 モ ミジウロコタケ

チャウロコタケ

カレエ ダタケ科 カレエダタケ

キクラゲ科 アラゲキクラゲ

キクラゲ

キシメジ科 シモコシ

ビ ロ ー ドツ エ タ ケ

アオイヌシメジ

シロケシメジ

ウラムラサキ

カレバキツネタケ

キッネタケ

キッネタケモ ドキ

クヌギタケ

コウバイタケ

サクラタケ

チシオタケ

ニオイアシナガタケ

ヒメチシオタケ
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付表10発 生場所b

科 種

キシメジ科 イバ リシメジ

ハ タケシメジ

アシグロホウライタケ

シロホウライタケ

ダイダイガサ

ヒロヒダタケモ ドキ

オ リーブサカズキタケ

ヒメカバイロタケ

ヒメキシメジ

スジオチバタケ

ハナオチバタケ

ハ リガネオチバ タケ

ホウライタケ

マツカサキノコモ ドキ

コムラサキシメジ

ムラサキシメジ

アマタケ

カブベニチ ャ

モリノカレバ タケ

キンカクキン科 ニセキンカクアカビョウタケ

ドングリキ ンカクキ ン

クロサイワイタケ科 クロコブタケ

クロチ ャワンタケ科 クロチャワンタケ

コウヤクタケ科 カ ミウロコタケ

エビコウヤクタケ

チヂ レタケ

サルノコシカケ科 カイガラタケ

カワラタケ

ホウネ ンタケ

バカワラタケ

キアシグロタケ

シロキクラゲ科 クロハナビラニカワタケ

シロキクラゲ

ハナビラニカワタケ

シロソウメンタケ科 ア リノタイマッ

シラウオタケ

シロソウメンタケ

ナギナタタケ

ベニナギナタタケ

フサタケ

スエ ヒロタケ科 スエヒロタケ

ズキンタケ科 ズキンタケ

ニカワチャワンタケ

ムラサキゴムタケ

モエギビョウタケ

ビョウタケ

ヒメロクシ ョウグサ レキン

スチルベラ科 セミノハリセンボ ン

ス ッポンタケ科 ス ッポ ンタケ

タコウキン科 オシロイタケ

ニ ッケイタケ

サビハチノス タケ

アラゲカワラタケ

ハチノスタケ

ウチワタケ

ヒイロタケ

タバ コウロコタケ科 ネン ドタケ

チャヒラタケ科 クリゲノチャヒラタケ

ッチグリ科 ツチグリ
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付表11発 生場所C

科 種

テングタケ科 オオッルタケ

カバイロコナテングタケ

カバイロッルタケ

コシロオニタケ

コタマゴテ ングタケ

コテングタケ

コテングタケモ ドキ

コナカブリテングタケ

シロオニタケ

シロタマ ゴテングタケ

シロテングタケ

タマシロオニタケ

ツルタケ

テ ングタケ

テングツルタケ

ドウシンタケ

ドクツルタケ

ニセコナカブリ

ヒメコガネッルタケ

フクロツルタケ

ヘ ビキノコモ ドキ

オオオニテ ングタケ

コ トヒラシロテングタケ

テ ングノメシガイ科 テングノメシガイ

ドロホコリ科 マメホコリ

ニセシ ョウロ科 ニ セ シ ョ ウ ロ

ヒ メ カ タ シ ョ ウ ロ

ヌメリガサ科 アカヤマ タケ

アキヤマ タケ

オオ ヒメノカサ

オ レンジガサ

トガリッキミタケ

ベニヤマ タケ

ミズゴケノハナ

ワカクサ タケ

ウバ ノカサ

オ トメノカサ

ハダイロガサ

ノボリリュウタケ科 クロアシボソノボリリュウタケ

クロノボリリュウタケ

ナガエノチャワンタケ

ノボリリュウタケ

バ ッカクキン科 カメムシタケ

ガヤ ドリナガミツブタケ

コナサナギタケ

ハラタケ科 アカヒダカラカサ タケ

ドクカラカサタケ

マ ントカラカサ タケ

カブラマツタケ

オオ ミノチ ャキッネノカラカサタケ

キッネノカラカサ タケ

キヒダカラカサモ ドキ

クリイロカラカサ タケ

シロヒメカラカサ タケ

シロワタカラカサ タケ

キッネノハナガサ

アカキッネカサ

ウスキモリノカサ

ナカグロモ リノカサ

ハ ラタケ
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付表12発 生場所d

科 種

ヒダハタケ科 ニワタケ

ヤブニワタケ

ヒ トヨタケ科 イタチ タケ

ムササ ビタケ

イヌセンボンタケ

ヒ トヨ タ ケ

ヒ メ ヒ トヨ タ ケ

ヒメキクラゲ科 タマキクラゲ

ヒメキクラゲ

ヒメツチグリ科 シロツチガキ

フクロツチガキ

ピロネマキン科 ヒイロチャワンタケ

シロスズメノワン

フウセンタケ科 ウスフジフウセ ンタケ

カワムラフウセ ンタケ

キイロアセタケ

キヌハダニセ トマヤタケ

クロ トマヤタケモ ドキ

コブアセタケ

シロ トマヤタケ

ヒメコガサ

アカビダササ タケ

ササタケ

キッムタケ

アブラシメジ

フウセ ンタケモ ドキ

ムラサキアブラシメジモ ドキ

ヒメワカフサ タケ

ベニタケ科 アカハ ツ

キハッダケ

チ ョウジチチ タケ

ニオイワチチ タケ

アカカバイロタケ

カラムラサキハ ツ

クサハ ッ

ク ロバ ッ

クロバッモ ドキ

ケシ ョウハッ

シロバ ッ

シロバッモ ドキ

チギレハツタケ

チシオハッ

ドクベニタケ

ニオイコベニ タケ

変形菌ッノホコリ科 ッ ノ ホ コ リ

変形菌モジホコリ科 ススホコリ

ホウキタケ科 ハ ダイロホウキタケ

ハナホウキタケ

ホコリタケ科 ノウタケ

クロホコリタケ

ホコリタケ

ボリニア科 クロコバ ンタケ

マンネンタケ科 コフキサルノコシカケ

ミミナ ミハ タケ科 イタチナ ミハ タケ

モエギタケ科 ヒメスギタケ

クリタケ

サケツバ タケ

ニガクリタケ

モエギタケ






























